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三叉神経痛の診断基準
A) 三叉神経分枝の⽀配領域の1つまたは、それ以上の部位の
発作性の痛みが数分の1秒から2分間持続し、かつBおよび
Cを満たす

B) 痛みは以下の特徴のうち、少なくとも1項⽬を有する
1．激痛、鋭い痛み、表在痛、または刺痛
2．トリガー域から発⽣するか、またはトリガー因⼦により
発⽣する

C) 発作は個々の患者で定型化する
D) 臨床的に明⽩な神経障害は存在しない
E) その他の疾患によらない
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三叉神経痛の分類
n特発性三叉神経痛︓⾎管による三叉神経への圧迫が関与

上⼩脳動脈 7〜8割
前下⼩脳動脈 1割程度

n症候性三叉神経痛
ヘルペス感染症
多発性硬化症
後頭蓋窩腫瘍 髄膜腫、神経鞘腫、類上⽪腫など
動脈瘤
Charcot-Marie-Tooth病

など


